平成21年11月21日

総務委員会　 

学生メンバー登録の取扱いの変更について
学生のメンバー登録については、平成22年度より下記のように取扱うこととして、22年度の会員登録を進めることとしたい。
【現状の取扱い】
1． 対象となる大学生は以下のとおり
　　　・学校教育法に定められた大学
　　　・国または独立行政法人が設置する大学校
　　　　　　例）　海上保安大学校、防衛大学校等

　　　・公立或いは私立の短期大学

2． 下記の大学生は、一般メンバーとして登録
・大学に5年以上在籍している大学生や、修士・博士課程の大学生
・各種学校、専門学校の生徒
３．登録窓口

　　　・加盟団体のみ可能

　　　・特別加盟団体には学生の登録は認めていない。（一般登録として登録）
【課題認識】

・若年層における会員登録を増やしたい。
　　例） 医学部ヨット部、ＷＳ競技者、外洋系の学生　等

・様々な種類の学校に通っている学生と大学生における平等性を確保すべき。
・各加盟団体における学生に対する登録手続きや判断基準を明確化したい。

・会員登録の現場における登録手続きへの不安や混乱を修正したい。
・各加盟団体等における学生会員の勧誘を容易にしたい。　等
【改正案】：22年度からの取扱い
１．適用範囲の拡大

　　現行の大学生の適用範囲から、下記のとおり学生の適用範囲を拡大。

　　　・医学部、薬学部等の6年制の学部に通う大学生
　　　・マスター、ドクターに進学している大学生

　　　・留年している大学生

　　　・社会人入学している大学生（ＭＢＡコース等）

　　　・各種学校、専門学校に入学している学生

　　　・高等専門学校の4年生以上の学生

２．実施時期

平成22年4月より実施
３．登録の確認方法

(1)加盟団体等における登録窓口において、学生の登録を実施
(2)登録手続き
①各メンバーからの自己申告によりメンバー登録の申請書に身分（学校名、学年等）を記載
②各加盟団体の登録窓口において、学生証の提示により、記載内容と学生の定義が合致していることを確認
４．登録する団体の選択
（１）外洋系を除く加盟団体にのみ学生登録を認める。
　　　・２１年度からの会費値上げに伴い、関係団体と論議を重ねた結果、学生会員を取り扱う団体を加盟団体へ限定したばかりであり、もうしばらくこのままの運用で状況の推移を把握とすべきである。

・特別加盟団体におけるＪＳＡＦからの還付金の比率が、１０％から５％へ減額されたことから、学生の事務取扱に関する費用が赤となる可能性が高い。
　　　・外洋系では、伝統的にメンバー登録を行う場合には一人前として扱っており、各加盟団体においてその思想は大切にしたいとの思いが強い。

　　　・その一方で、会員増強への活動が大切であることも十分理解できることから、全日本学生外洋ヨット連盟の組織整備の状況に睨みながら継続検討としたい。

（２）登録する加盟団体の選択について、学校やクラブの所在地とするか、合宿所の所在地や練習海面とするかは、各校、クラブ、個人の選択とする。
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